
平成３０年度 第１２回

青梅市教育委員会臨時会会議録

日 時  平成３１年２月１３日（水）午後１時３０分

場 所  青梅市役所３階教育委員会会議室
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第１２回青梅市教育委員会（臨時会）議事日程 

会  期 平成３１年２月１３日（水） １日間

場  所 青梅市役所３階教育委員会会議室

１ 教育長開会および開議宣言 

２ 会議録署名委員の指名 

３ 教育長報告事項 

４ 協議事項 

５ 議案審議

  議案第１４号 青梅市教育委員会処務規則の一部を改正する規則について

  議案第１５号 青梅市教育委員会事案決定規程の一部を改正について

  議案第１６号 青梅市立学校給食センター条例施行規則の一部を改正する規則について

議案第１７号 青梅市文化交流センター条例の施行期日を定める規則について

議案第１８号 校長転任の内申について

議案第１９号 校長任命の内申について

議案第２０号 副校長転任の内申について

議案第２１号 副校長任命の内申について

議案第２２号 平成３１年度青梅市教育委員会の基本方針について

議案第２３号 青梅市文化交流センターの使用申請開始に伴う関係教育委員会規則および

教育委員会規程の一部改正について

議案第２４号 青梅市教育委員会事案決定規程の一部改正について

議案第２５号 青梅市文化交流センター条例施行規則の一部を改正する規則について

６ 教育長閉議および閉会宣言

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

教育長報告（再掲） 

１ 平成３０年度教育費補正予算について（教育部）

２ 平成３１年度教育費当初予算について（教育部）

３ 平成３１年度小規模特認校制度による入学・転学状況について（学務課）

４ ４月からの学校給食費について（学校給食センター）

５ 諸報告

（１） 委員会等会議録 

ア 青梅市文化財保護審議会会議録 

（２） 事業等の実施予定について 

ア 生涯学習事業実施予定について(社会教育課・文化課) 

（３） 事業等の実施結果について

ア 生涯学習事業実施結果について（社会教育課・文化課）
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 ６ 青梅市学校給食会役員の改選について（学校給食センター）

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

  協議事項（再掲）

１ 平成３１年度青梅市教育委員会の教育目標および基本方針（案）について（教育総務課） 

２ 学校における働き方改革推進プランについて（教育総務課・指導室） 

３ 青梅市文化交流センターの使用申請開始に伴う関係教育委員会規則等の整備について

（教育総務課） 

４ 青梅市教育委員会事案決定規程の一部改正について（教育総務課） 

５ 青梅市立学校情報セキュリティポリシーの一部改訂について（指導室） 

６ 青梅市文化交流センター条例施行規則の一部改正について（社会教育課） 

７ 青梅市立美術館等複合化検討委員会設置要綱の制定について（文化課） 

出 席 者   教 育 長   岡 田 芳 典

教育委員会委員   手 塚 幸 子

教育委員会委員   大 野 容 義

教育委員会委員   稲 葉 恭 子

教育委員会委員   榎 本 淳一郎

出席説明員   教 育 長 (再 掲 )   岡 田 芳 典

教 育 部 長   渡 辺 慶一郎

教 育 総 務 課 長   浜 中  茂     

学 務 課 長   石 川 裕 之

指 導 室 長   中 嶋 建一郎

教育指導担当主幹 拝 原 茂 行

学校給食センター所長 渡 部 亀四郎

社 会 教 育 課 長   塚 本 智 信

文 化 課 長   北 村 和 寛

書 記   教育総務課庶務係長   須 崎  満     

教育総務課庶務係 加 納 康 紀
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午後１時３３分開会

日程第１ 教育長開会および開議宣言 

【教育長（岡田）】 本日の臨時会には、教育長および委員４名が出席しておりますので本会議

は成立いたしました。

これより、平成３０年度第１２回青梅市教育委員会臨時会を開会いたします。

 本日の会議を開きます。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第２ 会議録署名委員の指名 

【教育長（岡田）】 初めに、会議録署名委員の指名を行います。

本日の会議録署名委員には、手塚委員を指名いたします。

【委員（手塚）】 はい、わかりました。

【教育長（岡田）】 次に、平成３０年１１月２日開催の第８回定例会および１１月１６日開催

の第９回定例会の会議録を前回の定例会でお配りし、ご覧いただいておりますので、よろしけ

ればこの場でご承認をいただきたいと思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 ご異議がないようでございますので、第８回定例会および第９回定例会の

会議録につきましては、ご承認いただいたということにさせていただきます。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 次に、本日の議事進行につきまして、協議事項５につきましては、議事の

都合上、本日審議される案件の最後に行います。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第３ 教育長報告事項 

【教育長（岡田）】 それでは、教育長報告事項から始めます。

まず初めに、委員の皆様から報告をちょうだいしたいと思いますが、どなたかございますか。

【委員（手塚）】 前回は時間の関係でなかったのでちょっと内容が古くなってしまうんですが、

一つは小学校の造形作品展、今年も美術館をお借りして開催されていました。本当にたくさん

の作品と子どもたち、大人たちいっぱいいらっしゃいました。いいなと思ったのが、何校かあ

ったんですが、第七小学校の作品のところに、短いですが本人のコメントが、こういうところ

に心を込めてつくったとか、ここを工夫したとか、こういうところをあらわしたかったという

のが言葉で入っていまして、それ一言を添えてもらえると、見る方もちょっと違った、あ、そ

うなんだというふうなとり方ができて、言葉であらわすという練習にもなって、いいんじゃな

いかなと思いました。

それから、小学校、中学校それぞれ教育研究発表会があって、私、教育委員になってずっと

拝見させていただいていて、本当によくなったなというのが、先生方のプレゼンテーションが

とてもよくなっているというのを感じています。いろいろ機器を使うのもそうですけれども、
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毎年工夫してくださっているんだなというのを、ずっと見ているとわかるというところで、感

じました。特に小学校の先生方、本当にいろいろ工夫してくださっているんだなというのをす

ごく感じまして、これを青梅市全体としてどういうふうに有効にしていただけるのかなという

のをまた楽しみにしています。

以上です。

【委員（大野）】 先週金曜日に青梅市立第三中学校の市の研究指定校で発表会があったんです

けど、あの日とても嬉しかったことがあります。それは、それぞれの学級の写真と動画を撮っ

てきて、それを編集してまた一つの作品にしていつも学校に差し上げているので、第三中学校

のもつくってみて、改めてそこで感じたんです。たぶん行かれた方は皆さん感じたことと思い

ますけれども、子どもたち、生徒たちの授業を受けるときのあの楽しそうな表情がとてもよか

ったですね。ああいう、子どもたちが熱心に自ら学ぶというような姿勢、楽しげに学習を行う

というのは、もちろんこれは先生たちの指導がいいからで。あの日の研究発表の前に、校長先

生と副校長先生が共通しておっしゃっていたのは、この研究を進めてくる中で一番よかったこ

とは、先生たちの指導が大きく変わってきたことだ、特に若い先生の伸びが凄いんだと、そう

いうお話でした。そういう意味で、自分がビデオを編集して見てみますと、特に若い先生たち

の学級での学習指導がとてもよかったですね。子どもの表情から見ると。そういう意味で、や

はり指導の仕方、授業の仕方の改善を先生たちが積極的に行っていくということは、子どもた

ちの学力を伸ばすことになるんだなと、改めて感じました。青梅市の全体の学校が、積極的に

指導の仕方について研究を皆で行って、子どもたちの学力を上げていってもらえるんじゃない

かなということを感じました。

以上です。

【委員（稲葉）】 教育委員として、明るい選挙推進協議会に委員として初めて出てまいりまし

た。そのときの議題として、１８歳の選挙参加をどう啓蒙していくかということと、あと選挙

カーをどう使うかということが話に出ました。東京都内で選挙カーを使っての啓蒙活動は、青

梅市しかしていないそうです。皆さん働きに出かけられているので、選挙カーを回してという

のはなかなか啓蒙できないので、ほかにいい手段がないかということで相談しました。それか

ら、１８歳の選挙については、高校が二つありますので、そこへ委員会の方が「１８歳の選挙

について」という特別授業をされたそうですので、どんどんそういうことで啓蒙していかれれ

ばいいなと思いました。

２点目は、いろいろな学校の研究授業を見せていただいて、以前から感じていたんですけど、

それぞれに学校の学習スタイルというか授業スタイルが決まってきているなと。河辺小スタイ

ルとか、新町小スタイルということで、授業形態がしっかりと確立していて、さっき大野委員

がおっしゃったように、本当に子どもたちが生き生きと自主的に活動できるような授業案とい

うか、授業のプログラム立てができるような学校が増えているなというのをとても感じました。

今私の方はおととしぐらいから、ドイツで発生して今オランダで教育されている「イエナプ
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ラン」教育というのをずっと追っかけしているんですが、いよいよ日本にも、私立なんですけ

ど、今年の４月から長野市の佐久穂町でイエナプランスクールというのが開校されるそうです。

これはオランダのイエナプラン教育をもとにした私立の学校なんですけど、やっぱり子どもを

主体にして子どもをどう動かすか、どう動かしていくか、子どもの良さを引き出していく教育

内容になっているので、一度見学しにいきたいなと思っています。もし、この教育委員会の中

からお一人でもお二人でも見学にいけるようなことがありましたら、ぜひ見ていただいて、オ

ランダの教育でいい場面を、全面的に取り入れるのはとても難しいと思うんですけど、青梅市

の授業プランというところで何か得られるものがあればとてもいいなと思っています。

３点目は、子どもオペラ教室というのに行ってきました。とても良かったです。子どもたち

があんなに上手に表現できて、子どもですので高い声なんですけど、あんな高い声を目いっぱ

い綺麗な音域で歌いあげて、そして歌いながらまた表現しないといけないので、とてもいいな

と思ったのと、それを指導されている先生方、それから応援している市民活動の方々の努力の

たまものだなと思います。残念だったのが、これが青梅市内のホールで公演できなかったので、

やっぱりいろいろな新施設がこれからどんどん建つので、こういう子どものオペラの教室とか、

音楽の教室とか、そういうところの発表が青梅でできれば、もっともっと観客動員もしていた

だけ、そして青梅の文化も広がるんじゃないかなというところを感じて帰ってきました。

以上です。

【委員（榎本）】 １月の終わりに、学校薬剤師として二酸化炭素の検査に学校に行ったんです

が、毎年行っていますので大体どういう教室が高いかというのはわかるんですが、やっぱり窓

を閉めっぱなしにしていて、人数が多くて、活動してたりおしゃべりが多かったりする教室は

とても換気がされてなくて、二酸化炭素が高いことがわかります。いつもそういうのがわかり

ますと、コメントとして窓を開けてくださいと。欄間といって廊下側に窓があるんですけど、

そこを開けておくだけでも結構違うので、そういう指導はするんですけれど……。ちょっとこ

の前、学校だよりを見ていたら、ある校長先生が、「学校でもガスを燃料として校内をあたため

ています。その費用は莫大です。換気をすることも大切ですが、開けっぱなしの扉や窓は資源

の無駄遣いです。限りある資源を大切にしてください」というふうなことを書いていらっしゃ

る。これではやっぱりなかなか換気が進まないのかなというふうに思いました。都立の高校で

は、そういう換気をするシステムみたいなものを入れているところもあるというふうに聞いて

いますし、またエアコンでもそういうのが出ているみたいなので、そういうのを取り入れると、

この時期は受験も控えていて兄弟同士でインフルエンザにかかってしまうと大変ですので、で

きたらそういうことも検討していただけるといいかなと思います。

以上です。

【教育長（岡田）】 私も中学校の美術作品展、また今日午前中、技術家庭科の作品展、また１

月の終わりの小学校の造形作品展に行ってまいりました。中学生の作品というのはわりかし一

つの型にはまったパタ―ンが多いんですけど、小学校の造形作品展に行くと、本当に自由とい
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うか、各学校の図画工作の先生方の思いが、子どもたちの発想がさらに広がって、作品にあら

われているなと思います。小学校の造形作品を見て、それぞれの小学校の図画工作の先生の特

徴が、そのまま子どもたちの作品に出ているなということを感じたところがあります。

また、先日の第三中学校の研究発表会ですけれども、ちょうど私は２年６組の大島先生の技

術科の授業に行って、結局授業の半分ほどをずっと聞いてしまったんですが、教科書を超えた

素晴らしい授業だなというふうに思いました。

その後、戻りまして、全国梅サミットの関係で、今、国学院大学の客員教授をされています

岩下尚文さん、よくテレビにも出られている方の講演を聞きました。その中で、もともと新橋

演舞場にお勤めで、すごくいろいろな文学、特に作家でもありますし造詣が深い中で、昨年か

ら青梅市内の沢井地区に家を買いまして、青梅市在住ということで市内のお話をされていまし

た。その中で、玉堂美術館の設計が吉田五十八さんという数寄屋建築の方、また吉川英治記念

館も谷口吉郎さんという旧ホテルオークラを設計された名建築家だと。そういう、美術館、博

物館だけでなくて建築にも素晴らしいものがありますよというお話を聞きまして、あ、そうい

う視点で我々見てなかったなと。文化課長とも話したんですけれども、いずれ将来、市内のそ

ういう建築家の作品として捉えるというのも、市民に紹介するのにいいんじゃないかなという

ことを感じた次第であります。

以上でございます。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

１ 平成３０年度教育費補正予算について（教育部）

【教育長（岡田）】 それでは、教育長報告事項を説明させていただきます。

初めに、教育長報告事項１、平成３０年度教育費補正予算について、を説明いたします。

【教育部長（渡辺）】 それでは、お手元の報告資料１－１および１－２にもとづきまして、平

成３１年２月定例議会に提出いたします平成３０年度青梅市一般会計補正予算のうち、教育費

補正予算についてご報告させていただきます。

なお、この案件につきましては、３月１２日（火）の本会議で決定される予定となっており

ます。それまでの間はお取り扱いにご配慮いただきたいと存じます。

それでは、報告資料１－１をお願いいたします。

最初に、歳入についてでございます。

教育費の歳入につきましては、表の上段から、１４国庫支出金、１５都支出金、２１市債に

おいて補正予算を計上してございます。

まず、１４国庫支出金（９）ブロック塀対応臨時特例交付金として、学校施設内の危険ブロ

ック塀の改修等による交付金が新たに交付になるところでございます。

また、その下（１１）埋蔵遺跡発掘調査費補助金については、発掘調査件数の減少から、減

額補正となっております。

また、（１２）社会資本整備総合交付金については、交付金の事務手続上から３１年度に繰り
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越しますことから、３億５，７６５万１，０００円と大きく減額補正をしているところでござ

います。

次に、中段にございます１５都支出金でありますが、（１７）では東京都公立学校施設ブロッ

ク塀等安全対策支援事業補助金として、国庫支出金と同様に学校施設内の危険ブロック塀の改

修等による交付金が新たに交付されます。

（１８）学校における働き方改革推進事業補助金については、契約差金による減額の補正で

ございます。

（１９）文化財保存事業補助金については、発掘調査件数の減少からの減額補正となってい

るところでございます。

次に、２１市債につきましては、小中学校施設内の危険ブロック塀の改修事業債について、

新たに市債の発行限度額を計上するものでございます。

次に、おめくりいただきまして、資料１－２をお願いいたします。

歳出でございますが、主なものといたしましては、総務部職員課で所管しております人事管

理経費でありまして、人件費を年度末時点の執行見込額であわせて増減を行い、決算にあわせ

た整理を行おうとするものでございます。

教育委員会の補正内容の主なものといたしましては、区分欄１０教育費の上から３段目、学

務課が所管する就学事務実施経費でありますが、一番右側の「補正額の内訳・説明」欄にあり

ますように、学務事務システムのプログラム開発等委託料を減額補正するものでございます。

また、区分欄の上から６段目にあります、指導室が所管いたします教育情報システム経費で

ありますが、校務支援システム等に伴います備品購入費を減額補正するものでございます。

また、下から７段目でございますが、学務課が所管いたします就学困難児童就学奨励経費お

よび下から４段目の就学困難生徒就学奨励経費につきまして、特別扶助費として使用いたしま

す新入学児童・生徒への入学一時金について、減額および増額の補正をするものであります。

また、最下段の文化課が所管する埋蔵文化財の調査保護経費については、発掘調査の委託料

等の減額補正となってございます。

１枚おめくりいただきますと、中段から下段にかけまして財源更正がございます。これは歳

出の変更はないものの、国の交付金や都の補助金の額が変更になった場合などに、一般財源を

変更し、財源の調整を図っているものでございます。

以上が、平成３０年度教育費補正予算についての報告でありますが、基本的に３月補正につ

きましては、決算に向けて大きな金額の増減があったものについて補正をいたします。今回特

に人事関係、いわゆる人件費で、人事異動に伴いまして給料が高い職員と低い職員が異動しま

すと、その分差額が生じて、増額または減額をするのが大半となっております。

本件につきましての説明は以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。
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補正予算についてはよろしいでしょうか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

２ 平成３１年度教育費当初予算について（教育部）

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項２、平成３１年度教育費当初予算について、を説明

いたします。

【教育部長（渡辺）】 続きまして、報告資料２－１でございます。平成３１年度教育費当初予

算についてをご覧いただきたいと存じます。

なお、この件につきましても、先ほどの補正予算と同様に現時点では確定した内容ではござ

いませんので、３月２５日の市議会本会議で決定されるまでの間は、取り扱いにご配慮いただ

きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

お示しの資料の構成でありますが、表の左側には歳入であります国庫支出金、都支出金等を

記載してございます。その右側には各課の事業名を記載し、中央から教育費予算全体の３１年

度と３０年度の比較、および増減額を記載してございます。

最初に、表の中央の平成３１年度の教育予算の歳入の合計でありますが、上段に記載のとお

り、総額で１０億２，４４１万３，０００円を見込んでおります。３０年度と比較いたします

と３億９，３５３万５，０００円の増額となっております。

歳入の主なものといたしまして、国庫支出金については、上段にあります学校施設環境改善

交付金につきましては、小中学校の便所改修工事や中学校特別支援教室整備工事などでござい

ます。

また、国庫支出金の一番下の段にございます社会資本整備総合交付金でございますが、これ

は文化交流センター建設に伴う交付金でございます。

また、その下でございますが、都支出金がございます。主なものとして、事業名の欄の上か

ら２行目、防災機能強化のための東京都公立学校施設トイレ整備支援事業補助金など、記載の

とおりでございます。

また、１枚おめくりいただきますと、都委託金といたしまして、主なものとして、中央にご

ざいますスクール・サポート・スタッフ配置事業委託金や、スタディ・アシスト事業モデル地

区事業委託金など、記載のとおりでございます。

また、その下の市債につきましては、小中学校便所改修事業債について、今年度は計上して

おります。

また、最下段には、その他の歳入として、施設使用料等を計上してございます。

これらの総額といたしまして、先ほど申し上げましたとおり１０億２，４４１万３，０００

円の歳入を見込んでいるところでございます。

次に、報告資料２－２でありますが、１枚おめくりいただきますと、平成３１年度の教育費

当初予算について、こちらは歳出でございます。

資料の構成でございますが、表の左側上段に教育費予算全体の３１年度と３０年度の比較、
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および財源内訳等を記載しております。また、表の右側には、歳出として主な施策・事業を記

載してございます。

最初に、表左側上段の平成３１年度の教育費予算でありますが、全体で４９億９，８６０万

１，０００円で、３０年度と比較いたしますと、６億５，５３６万３，０００円の減額となり、

約１３．１％のマイナスであります。主な減額の要因でございますが、３０年度の文化交流セ

ンターの建設経費が１３億６，６２４万６，０００円でございました。今年度内の建物の完成

によりまして、３１年度予算には計上されませんが、この経費の減額が大きな要因でございま

す。

それでは、表の右側の「主な施策・事業」欄をご覧いただきたいと存じます。

最初に、指導室関係であります。０２学力向上対策事業経費でありますが、学力向上を目的

としておりますサタデークラス事業の実施回数を１０回から２０回に拡充することや、サタデ

ー・アシスト事業の当初予算での計上によりまして、前年度対比１，５１７万４，０００円の

増額となっております。

次に、０３教育情報システム経費でありますが、こちらは新規事業として教職員の働き方改

革に伴い、校務支援システム等を導入するとともに、教職員用のパソコンを更新し、活用の向

上を図るものであります。前年度対比２，６８８万２，０００円の増額となっております。

続きまして、給食センター関係であります。０４給食センター経費の主なものでありますが、

新規事業として、新調理場建設に向けての施設整備基本計画の策定や、給食費の単年度補助に

対する経費、および藤橋調理場への調理場一本化に対する経費であります。前年度対比として

１，２６０万９，０００円の増額となっております。

また、その下の０５給食備品整備経費では、３０年度に根ヶ布調理場の真空冷却機を購入い

たしましたが、３１年度はその分の８８５万６，０００円の減額となっております。

０６給食センター施設整備経費では、藤橋調理場のボイラーの老朽化に伴いまして更新の工

事を行い、３，４８９万７，０００円の増額であります。なお、新たなボイラーは従前の重油

によるものではなく、都市ガスを使用し、経常経費の削減を図ってまいるものでございます。

続きまして、教育総務課関係であります。小学校費の０９学校管理備品整備経費であります

が、東小学校を除いた全１６校の屋内運動場に大型扇風機１台を購入いたします。このことに

よりまして、各小学校２台の配備となるところでございます。

また、１０学校施設整備経費につきましては、例年同様、予算の範囲内において便所改修工

事、オイルタンク改修工事等を行うとともに、さらに３１年度には特別教室等の空調機整備設

計委託を行い、１億７，９０１万１，０００円の増額となります。

次に、中学校費の１２第七中学校管理経費でありますが、新規事業として、モデル的に第七

中学校の夏季の水泳授業を民間プールの活用を行う予定でございます。プールの老朽化の対策

ですとか、光熱水費の削減を図ろうとするところでございます。

続きまして、学務課関係であります。１４特別支援学級（情緒障害）経費でありますが、新
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規事業として、今年度１６校全ての小学校に特別支援教室を開設いたしましたが、３１年度は

さらに中学校４校分の開設に至る経費を予算計上したものでございます。

続きまして、２ページをお開きいただきたいと存じます。社会教育関係でございます。社会

教育費の１８放課後子ども教室推進事業経費でありますが、３１年度新たに吹上小学校で実施

する経費を計上し、事業の拡充を図るものであります。

次に、２３図書館管理運営経費でありますが、新規事業として利用者の利便の向上を図るた

め、中央図書館にＷｉ－Ｆｉ環境を整備する経費を計上したところでございます。

次に、２５文化交流センター管理経費でありますが、新規事業として、文化交流センターの

開館に伴い、建物の管理経費等のほか、オープニングイベントの実施経費を計上しております。

続きまして、文化課関係であります。１９郷土博物館事業経費でありますが、３１年度の企

画展として「青梅の織物展」を行うほか、２２美術館事業経費としては、企画展として「佐藤

多持展」や特別展として「中島潔絵画展」などを予算計上したところでございます。

以上、大変雑駁ではございますが、３１年度教育費当初予算についての説明とさせていただ

きます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

歳入の社会資本整備のお金は、３１年度のいつごろ入る予定なんですか。

【教育部長（渡辺）】 東京都の検査が３月２５日ですから、３１年度もそれからなので、ちょ

っとその辺の確認は……

【教育長（岡田）】 歳出は３０年予算で５月までに執行するわけだよね。３１年度になっちゃ

うと、また国庫補助がくるのが遅くなるのかなと思って。そんなことないですか。

【教育部長（渡辺）】 歳出は３月補正で減額補正するわけです。

【教育長（岡田）】 だけど、本年度予算で執行だよね。遅くとも５月までは。歳出はとりあえ

ず払ったとして、それに伴う国庫補助はいつごろ入るのかなと思って。よく財政課と確認して

ください。

【教育部長（渡辺）】 はい。

【教育長（岡田）】 来ればいいけど、来ないと大きな穴があくから。

【委員（大野）】 第七中学校の民間プール活用とありますが、その民間プールというのは一体

どこを想定しているんですか。

【教育総務課長（浜中）】 第七中学校のプールは、老朽化から水漏れがすると。これを改善す

るには、数百万の修繕費用が必要となります。それが、昨年の夏のプールを終わったところで

明らかになりました。そういう中で、将来の青梅市全体の小中学校プールのあり方を考える上

で、モデルケースと申しますか、テストケースとして、市内にある民間のプール施設「西東京

セントラル」の方に第七中学校の生徒をバスで送迎して授業を行う。それを今回、３１年度実

施する、そのための経費でございます。修理代ですとか、プールを維持管理していくランニン
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グコストといったものと、委託料といったところを、１０年間とかシミュレーションして、結

局長い目で見ればそちらの方が経費的には安くなる。プールという期間限定の施設を今後維持

していくという重い命題を打開する一つのテストケースとして、今回第七中学校のプール授業

をセントラルに委託して行うと、そういう事業でございます。

【委員（大野）】 プールのことは素人なのでばかなことを言うようですけど、成木小学校のプ

ールがあるんですよね。中学生は小学校のプールって浅過ぎちゃうんですか。

【教育総務課長（浜中）】 小学校のプールは中学生が使うには浅過ぎるというのは、ご指摘の

とおりでございます。だめなんです。

【委員（大野）】 そうですか。わかりました。

【委員（手塚）】 感想になるんですけど、トイレの修繕の予算が歳入でたくさん盛り込まれて

いまして、綺麗になっている学校の新しいドライのフロアのトイレと、やっぱりまだ古いまま

のところだと、本当に環境が違うので、早くどんどん綺麗になっていってくれると嬉しいなと

思いました。

それから、金額はそんなでもないんですけれども、歳入の２ページ目で、スクールソーシャ

ルワーカーの活用事業委託金というのが減額になっているんですが、これは何か理由があるの

かということと、これは入ってきたお金ということで、実際に歳出の方では例えばこの減って

いる分を教育委員会の方で補てんして保っていくのか、入ってきたお金だからって削っちゃっ

ているのか、もし何か情報があれば教えていただきたいと思いました。

【学務課長（石川）】 スクールソーシャルワーカー活用事業委託金なんですけれども、今回減

額になったのは交通費が減額になったということで、実際にスクールソーシャルワーカーさん

にお支払いしているものにつきましては減額はございません。

【教育長（岡田）】 ますます家庭訪問とか、スクールソーシャルワーカーの活躍の場というの

は広がっているので。

【学務課長（石川）】 そういった訪問する際の交通費に関しては支給をさせていただいており

ます。そこのところは誤解のないようにお願いしたいと思います。

【教育長（岡田）】 ほかにいかがでしょうか。よろしいですか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

３ 平成３１年度小規模特認校制度による入学・転学状況について（教育総務課）

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項３、平成３１年度小規模特認校制度による入学・転

学状況について、を説明いたします。

【学務課長（石川）】 それでは、報告資料３によりまして、平成３１年度小規模校認定制度に

よる入学・転学状況につきまして、平成３１年４月１日における見込み数にもとづきまして、

ご報告をさせていただきます。

１の成木小学校では、平成３１年度入学・転学申込者が４名、入学・転学決定者が４名、こ

れは小学校１年生が４名でございます。
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また、平成３１年度児童数の見込みにつきましては表に記載のとおりでございます。合計で

６３名、うち３５名が小規模特認校制度を利用された児童でございます。６３名中３５名とい

うことで、記載はございませんけれども、割合としては５４．７％の方が特認校制度を利用さ

れた児童ということでございます。

次に、２といたしまして、第七中学校では、平成３１年度入学申込者が６名、入学決定者が

６名、すべて新中学１年生であります。

また、（１）といたしまして、平成３１年度の生徒数の見込みにつきましては、記載のとおり

で、合計で５４名、うち１５名の方が小規模特認校制度を利用された生徒の内訳であります。

また、（２）といたしまして、成木小学校に小規模特認校制度で入学・転入され、第七中学校

に入学・入学予定されております見込数が１１名ということで、１５名と１１名を合計いたし

ますと、５４名中２６名が小規模特認校制度を利用された生徒ということでございます。記載

はございませんけれども、割合といたしましては４８．１％の方が小規模特認校制度を利用さ

れました生徒さんというところでございます。

報告につきましては以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

よろしいでしょうか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

４ ４月からの学校給食費について（学校給食センター）

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項４、４月からの学校給食費について、を説明いたし

ます。

【学校給食センター所長（渡部）】 それでは、学校給食センターから、４月からの学校給食費

についてご報告いたします。本日ご配付しました報告資料４をご覧ください。

なお、この資料は校長会等への提示前でございますので、取り扱いにはご配慮をいただきた

いと存じます。

青梅市の学校給食費につきましては、平成２１年度の改定から１０年間据え置いており、こ

の間に食材費の値上がりや消費税率（５％から８％）の改定がございました。

このため、献立内容の見直しや肉の使用部位の変更などの内部努力をしてまいりましたが、

献立の作成に苦慮しております。

平成２９年８月には、学校給食センター運営審議会から学校給食費の改定の答申を得ました

が、現在、実施時期を保留しております。

このことから、４月からの学校給食費については次のとおりといたします。

まず、１、児童・生徒の学校給食費についてであります。

４月から米飯給食の実施回数が増加するなどさらに費用負担の増が見込まれることから、激

変緩和として平成３１年度に限り、増加する経費を市から学校給食会へ補助を行うことにより、
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４月からの児童・生徒の学校給食費については据え置くこととします。

ただし、平成３２年度からは、答申のとおり学校給食費の改定を予定しております。

次に、２、教職員の学校給食費についてであります。保留していた学校給食費の改定を４月

から実施いたします。金額といたしましては、小学校が月額４，０００円を３５０円値上げし

４，３５０円とし、中学校が月額４，７００円を３００円値上げし５，０００円といたします。

ご報告は以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

具体的に米飯の回数が何回になるんですか。

【学校給食センター所長（渡部）】 米飯の回数は、前は１．７回だったんですが、昨年の９月

の２学期から２．５回に引き上げています。それをさらに４月からは４回まで引き上げますの

で、週５回のうち４回が今度は米飯給食になるということになります。

【教育長（岡田）】 ご質問、ご意見いかがでしょうか。

よろしいですか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

５ 諸報告

（１） 委員会等会議録

ア 青梅市文化財保護審議会会議録（文化課）

（２） 事業等の実施予定について

ア 生涯学習事業実施予定について(社会教育課・文化課) 

（３） 事業等の実施結果について

ア 生涯学習事業実施結果について（社会教育課・文化課）

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項５、諸報告ですが、あらかじめ委員の皆様には事前

に目を通していただいておりますので、何かご質問、ご意見等ございましたらお願いいたしま

す。

【委員（稲葉）】 美術館と博物館を統合するということで話し合われたと思うんですけど、し

っかり読み込めてなくてごめんなさい。どこへ統合するのかというハード面では、何か予定は

あるんでしょうか。

【文化課長（北村）】 こちらの資料が不足していて申し訳ございませんが、現在検討しており

ますのは、美術館の中に郷土博物館の機能を複合化するということでございます。

【委員（稲葉）】 そうすると、しっかり見ていなくてごめんなさい、美術館の中に収蔵物がい

っぱいあると思うんですけれど、統合するとなると、今のところ１階の左側に入っているとこ

ろの市民ギャラリーのところ、いろいろな文化団体が使えるような感じになっていると思うん

ですけど、そういうところがなくなるんでしょうか。それは新施設の方でという形で考えてい

らっしゃるんでしょうか。
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【文化課長（北村）】 市民ギャラリーのところをどうするかということも含めて、まず美術館

の中の資料の保管場所、また郷土博物館の方にも本館の収蔵庫にも資料がございますので、そ

ういったものを今の美術館の中をどういうふうに整備したら活用できるかということも含めて、

まだ決まっているものはございません。

【委員（榎本）】 金剛寺の菩薩立像も市の指定にする必要があるのではないかというふうな感

じですけど、これはどういう段階を踏んで文化財に指定するんでしょうか。

【文化課長（北村）】 金剛寺の仏像につきましては、青梅市で以前、市内の仏像調査を行って

おりまして、その際に文化財指定に値するような価値のある仏像について指定してまいりまし

た。今回、こちらの仏像についてもそういったことを検討してはというご意見をいただきまし

て、今後、審議委員とも相談しながら、また所有者とも協議し、検討してまいりたいと考えて

おります。

【教育長（岡田）】 最後に認定したのは聞修院だったっけ？ ちょっとその辺の過去の状況の

解説をお願いします。

【文化課長（北村）】 過去の経緯でいきますと、黒沢の聞修院の仏像であったり、勝沼の乗観

寺の仏像についても、同様に仏像調査の結果を踏まえて指定した仏像がございます。

【委員（榎本）】 それは何か委員会みたいなものを開くのですか。

【文化課長（北村）】 文化財指定につきましては、教育委員会から文化財保護審議会の方へ諮

問をいたしまして、文化財保護審議会で指定についての現地調査や協議を行いまして、指定す

る方向になりましたら、教育委員会で協議して指定についてお認めいただくというふうな流れ

になっております。

【委員（手塚）】 その下に書いてあるＥＤ１６形式の機関車が重要文化財になったということ

で、屋外展示で何か変わっちゃったりとか、気をつけなければいけないことが多いと鉄道博物

館に持っていかれたりしないかとか、ちょっと心配したりしたんですけれども、何か情報をつ

け加えることがあれば教えていただければと思います。

【文化課長（北村）】 鉄道公園にありますＥＤ１６形の電気機関車につきましては、確かに屋

外ではありますけれども、基本的にはその敷地の中にございますし、また屋根のある建物の中

に入っておりますので、雨とかによる損傷は多少軽減されるのかなと思っております。ただ、

最近、鉄道博物館等でもそういった事件等についても伺っておりますので、そういう点につい

ても対応策として何か取り組んでいることがあれば、確認したいと思います。

【教育長（岡田）】 鉄道博物館が大宮にできまして、青梅の鉄道公園から蒸気機関車Ｃ５１形

が移設されてしまったんですが、そのときにかわりに当時のＪＲさんから新たにクモハ４１と

いう両運転台の電車が交換されて来ました。逆に大船操車場に眠っていた車両を青梅の鉄道公

園に来ていただいています。ＥＤ１６形はずっと青梅線の石灰輸送に長く活躍した機関車です

ので、青梅鉄道公園が一番ふさわしい場所じゃないかなと思っています。官報でこの登録があ

ったときの記録なども、広報等で市民には周知したところであります。
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ほかにいかがでしょうか。よろしいですか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

６ 青梅市学校給食会役員の改選について（学校給食センター）

【教育長（岡田）】 次に、教育長報告事項６、青梅市学校給食会役員の改選について、を説明

いたします。

【学校給食センター所長（渡部）】 それでは、学校給食センターから、青梅市学校給食会役員

の改選についてご報告いたします。

お手元の報告資料６をご覧ください。こちらは、青梅市学校給食会理事・監事の名簿となり

ます。今回は年度途中での改選となりますので、すべての理事・監事の方にご留任いただいて

おりますので、変更はございません。

備考にありますとおり、任期は平成３０年９月１日から平成３２年８月３１日までの２年間

となります。

ご報告は以上でありますが、本来は９月の改選後速やかにご報告しなければならないところ、

大変遅くなり申しわけございませんでした。以後このようなことがないよう努めてまいります。

以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

よろしいですか。

それでは、以上で教育長報告事項は終了といたします。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第４ 協議事項 

１ 平成３１年度青梅市教育委員会の教育目標および基本方針（案）について（教育総務課） 

【教育長（岡田）】 次に、協議事項に移ります。

協議事項１を議題といたします。平成３１年度青梅市教育委員会の教育目標および基本方針

（案）について、を説明いたします。

【教育総務課長（浜中）】 それでは、お手元の協議資料１にもとづきまして、平成３１年度青

梅市教育委員会の教育目標および基本方針につきましてご説明させていただきます。

毎年、教育委員会におきましては、この時期に次年度の青梅市教育委員会の教育目標ならび

に青梅市教育委員会の基本方針を定めていくところでございますが、その後、青梅市教育委員

会の教育施策の概要の冊子にまとめて、これをもとにそれぞれの教育施策を実施するという形

をとっておるところでございます。

初めに、青梅市教育委員会の教育目標でありますが、平成１３年１２月の教育委員会におい

て決定し、その後、平成１７年に改訂を行っております。平成３１年度におきましても、引き

続きお示しいたしました内容を教育目標としたいと考えております。

続きまして、平成３１年度青梅市教育委員会の基本方針につきましてご説明をさせていただ
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きます。

なお、この基本方針につきましては、すでに平成３０年度からの改訂（案）をご確認いただ

いているところでございます。幾つかのご意見をいただいておりますので、そういった内容に

つきましても可能な限り反映させていただいた中で、本日お示しさせていただいているもので

ございます。

それでは、平成３０年度からの変更箇所を中心にご説明させていただきます。具体的には、

新旧対照表をご覧いただきたいと思います。Ａ４の横型になります新旧対照表でご説明をさせ

ていただきます。

現行（平成３０年度）の内容が右側、改正後（平成３１年度）が左側となっております。表

中の変更点でございますが、赤字で記されている部分は追加または修正する箇所、青字で書い

てある部分につきましては項目移動など、その内容の説明を記したものでございます。参考ま

でにお願いいたします。

まず、１ページ中段の１「人権教育の推進」の欄でございます。改正後は「いじめ」の文言

を追加するものであります。

次に、２ページ上段の３「健全育成の推進」でございます。現行６「健全育成の推進」と現

行７「いじめ・不登校問題への対応」を一つに統合しまして、一部本文の内容を訂正した形で、

この３「健全育成の推進」を作成いたしました。

２ページ下段５「地域に根ざした郷土愛をはぐくむ教育の推進」でございます。現行４「郷

土愛をはぐくむ教育の推進」と５「地域に根ざした教育の充実」を統合して、同じく一部本文

を訂正して、５「地域に根ざした郷土愛をはぐくむ教育の推進」とさせていただいたものでご

ざいます。

３ページ下段１「学力の向上」をご覧いただきたいと思います。学力の向上につきましては、

改正後、本文の冒頭部分に、「児童・生徒」と主語を加えさせていただきました。その他、語句

を若干訂正をしております。

４ページ下段４「国際理解教育の推進」をご覧いただきたいと思います。改正後につきまし

ては、前段で、国際理解教育の推進を図るための方策についての文言を、昨年度に対して加え

させていただいたものでございます。

その下の５「オリンピック・パラリンピック教育の推進」を、来年の東京オリンピック・パ

ラリンピックに向けて全文追加したものでございます。

７ページ中段２「生涯学習の環境整備」でございます。一番下に赤字で、新施設である青梅

市文化交流センターの活用の促進を図るということで、今年度４月に新たにオープンする文化

交流センターの活用を図るという文言を新たに加えております。

８ページ下段７「社会教育施設の環境整備」では、新生涯学習施設（仮称）の建設に伴うと

いう昨年の文言でございますが、この部分を削らせていただいたものであります。

同じく８ページ下段の８「読書活動の推進」につきましては、これまで「基本方針４ 文化・
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芸術の振興」の方にございましたが、３１年度からは「基本方針３ 生涯学習の推進と社会教

育の充実」の位置へ移動させるものでございます。

９ページ中段１、昨年までは｢文化財の保護・普及｣といたしておりましたが、３１年度から

は「文化財の保存・活用」に改めるものでございます。これは国の方針が保護から活用に移っ

てきたということでのタイトルの変更でございます。それによりまして、一番最後のところに、

その文化財の保存・活用策につきましては、具体的には、先ほどもちょっと報告のときに文化

課長から説明がありましたとおり、文化財保護審議会におきまして検討をしていくという文言

を加えさせていただいたところでございます。

その下の２、昨年まで「芸術活動の振興」という表題でございましたが、そこに「文化」を

加えて「文化・芸術活動の振興」に変えまして、改めて「文化」の要素を加えて、ご覧のとお

り本文についても改めるものでございます。

１１ページ中段５「学校給食の充実」でございますけれども、根ヶ布調理場を３１年度の１

学期で休止をし、藤橋調理場に一本化すること、それから新共同調理場建設の基本計画を策定

すること、この文言を追加するものでございます。

説明は以上でございます。よろしくご協議の上、ご決定賜りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（稲葉）】 １ページの「人権教育の推進」というところで、「いじめをなくすために」

というのを新たに追加して、とてもいいなと思うんですけど、今ニュースで、いじめのほかに、

教育委員会だと社会教育も一緒だと思うので、虐待もすごく話題になっています。それから、

先生からの体罰というところも、やはりいじめに関して大事な予防教育というところで人権と

いうところに含めた方がいいんじゃないかなと思うんですけれど、文言として「虐待」とか「体

罰」というのはきついのかなどうかなというところがあるので、何かそういうものを全部含め

たような言葉で網羅されればいいなと思うんです。単純に人権教育の推進が、いじめをなくす

ためということだけで限定されていては、ちょっと教育の範囲というのは狭まるのかなと思っ

ています。やはり大きくなって虐待、それから体罰というところへつながるようなことがない

ような人権教育を進めていかないといけないと思うので、そこは何かひと工夫、言葉の表現が

必要かなと思っています。

【教育長（岡田）】 体罰については逆に、教員側の方から、１２ページの８「教職員の服務規

律の確保」のところに教職員の体罰云々という記載があるんですが、虐待、あるいはそういう

福祉的な要素も入るところだと、どこがいいでしょうかね。家庭での見守りとか……。

【教育部長（渡辺）】 いろいろな言葉があると思うんですが、もしよろしければ、委員さんた

ちのご意見をいただければ、我々はそれを参考にしていきたいと思うんです。もしこの場でも

あれば、ご意見いただければと思いますが、いかがでしょうか。

【委員（手塚）】 いじめというのも暴力の一つであって、さっき稲葉委員がおっしゃったよう
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な虐待も誰かに対する暴力だと考えると、あらゆる偏見や差別、暴力をなくすためにというふ

うに大きく括ってもいいのかなと、今稲葉先生の意見を伺ってちらっと思ったんです。青梅市

として、いじめに対する気持ちというのがあって、あえてここで「いじめ」という言葉を使っ

てくださっているのかなというのもあるので、どっちが正解なのかはちょっと悩むところでは

あると思いました。

【教育長（岡田）】 体罰のことも、室長、何かいいアイデアありますか。今パッと思い浮かば

ないかもしれませんけれども。

【指導室長（中嶋）】 体罰については教職員の項で扱っていますので、ここに「いじめ」を入

れたのは、やはりいじめというのが青梅の課題であるのかなと受けとめましたので、入れるべ

きだろうというところで判断しました。ですので、もちろん不登校の問題もあれば、いろいろ

な問題があるんですけれど、基本となるところは何かというところで、こういうふうにちょっ

と目立つようにするというのは必要なのかなと考えます。ここに出てなくても、やっぱり含ま

れるというのは、人権問題多くありますので、含まれていると捉えていいのかなと考えていま

す。

【教育長（岡田）】 ５ページの９番「教育相談体制の充実」にいじめと不登校が入っているけ

れども、虐待というとまた、その辺は基本方針１か２か含めて……学校生活の中で虐待と思え

るものを発見したものは何人（なんびと）もというのがありますのでね。

【委員（稲葉）】 何人（なんびと）もそうですし、今回のことを考えても、子どもが発してい

ることをきちっと捉えられなかった大人の責任ってすごく大きいと思うので、そこは学校の先

生に安心して話せた子どもの対応を、きちっと学校側ができるような形を体系づけておいた方

がいいなと思うのと、ＳＯＳを発信しましょうということを考えると、その辺のところを載せ

ておいた方がいいのかなと思っていますけれども。

【教育長（岡田）】 いわゆる学校全体として子どもたちのちょっとした変化の気づきというか、

常に子どもたちを見守っている学校組織として、子どものふだんのいろいろな生活に気づくと

いうのを、どう表現したらいいでしょうかね。

【委員（稲葉）】 「偏見や差別、いじめをなくすために」となると、もうここに特化されたよ

うな形に聞こえるので、単純にそうではないんだろうなと。それだと、前の「偏見とか差別を

なくすための」の方が全体を網羅しているなと思うんです。その中にやっぱりいじめとか虐待

とか体罰とか含まれているなと思うので。あとは手塚委員がおっしゃったように、ちょっと言

葉がきついんですけど、「あらゆる暴力をなくすために」とか、そんな形だったら、そこの暴力

の中に体罰も虐待も入るので。その辺ちょっと難しいところです。青梅市としては「いじめ」

を言いたいところですけれども。

【教育長（岡田）】 新しく２ページ目にありますこの３に括りました「健全育成の推進」のと

ころをもう１行ふやしますか。また、「家庭、学校、地域」とあるので、そこら辺のところに見

守りというんですかね……。
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そこのところは宿題というか少しお時間いただいて、こちらの方でその表現を書き加えると

いう形でご了解いただけますでしょうか。皆さんもよろしいでしょうか。

【委員（大野）】 どこに入るんだろうなと思って、私もさっきから見ていたんですが、今教育

長がお話しになったあたりがいいのかなと思います。３の「健全育成の推進」でも、虐待に遭

わずに、のびのびと育つ子どもの健全育成と考えれば、ここでもおかしくはないですよね。入

れるのならここなのかなと思いますけど。

【教育長（岡田）】 ほかにいかがでしょうか。

各委員の意見を取り入れてここまでまとめたという形ですので、ほかに何かご意見、ご質問

あればと思います。よろしいでしょうか。

それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を、承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、平成３１年度青梅市教育委員会の教育目標

および基本方針（案）について、は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

２ 学校における働き方改革推進プランについて（教育総務課・指導室）

【教育長（岡田）】 次に、協議事項２を議題といたします。学校における働き方改革推進プラ

ンについて、を説明いたします。

【教育総務課長（浜中）】 それでは、お手元の協議資料２をご覧ください。学校における働き

方改革推進プラン（案）ということで、まとめさせていただいたものでございます。

１枚おめくりいただきまして、まず、学校における働き方改革の目的ということでございま

す。これまで、国および東京都におきまして、学校における働き方改革等にかかわるさまざま

な対策、具体的な推進プランが公表されてきたところでございます。これを受けまして、青梅

市の教育委員会といたしまして、教員の働き方を見直し、教員が健康で充実して働き続けるこ

とができるよう業務の改善に取り組み、学校の指導体制の整備を計画的に実行するために、本

プランを作成いたします。

この目的といたしまして、囲みの中にありますとおり、「教員一人一人の心身の健康保持の実

現と、誇りとやりがいをもって職務に従事できる環境を整備することにより、学校教育の質の

向上を図る」ことを目標に掲げてまいります。

続きまして、その取り組みの方向性でございますが、五つの方向性を示しております。（１）

在校時間の適切な把握と意識改革の推進、（２）教員業務の見直しと業務改善の推進、（３）学

校を支える人員の確保、（４）部活動の負担軽減、（５）ライフ・ワーク・バランスの実現に向

けた環境整備でございます。この（１）から（５）それぞれに関しまして、具体的な取り組み

といたしまして、２ページから５ページにかけて方策を立てておるところでございます。

主なものといたしましては、例えば在校時間の管理といたしましては、出退勤管理システム
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を導入していく、そういったことを行うものでございます。

（２）教員業務の見直しと業務改善の推進ということに関しましては、マンパワーというか

人の力というものよりＩＣＴを活用した業務の効率化を図る、こういったことなどを中心に取

り組んでまいるところでございます。

（３）学校を支える人員の確保でございますけれども、先ほど出ましたスクール・サポート・

スタッフや、副校長補佐や学校経営補佐といった専門スタッフの配置の促進。それから、地域

とのつながり、地域に学校のさまざまな活動をご協力いただく、そういったことを図ってまい

るという方向性でございます。

（４）部活動の負担軽減でございますけれども、今いろいろ取り沙汰されておりますが、具

体的に部活動に対しての顧問の先生のあり方とか、部活動時間、曜日のあり方、そういったも

のの改革に取り組んでいくということでございます。

（５）ライフ・ワーク・バランスは、先生の仕事と余暇というか、アフターファイブの考え

方、これも先生の負担をできるだけ少なくしていくということで、青梅市で３１年度に取り組

む一つの目玉といたしましては、学校の時間外は先生の電話を留守番電話にしていくというよ

うな試みを検討しているところでございます。

５ページの４にございます学校における働き方改革の目標の設定でございますけれども、先

生方の１週間あたりの在校時間、それから週あたりの在校時間が６０時間以上の先生方の割合、

こういったものの青梅の実態を割り出しまして、こちらの方を表に載せさせていただきました。

それを受けまして、過労死ライン相当の長時間労働の解消を目指しまして、週あたりの在校時

間が６０時間を超える先生をゼロにしていくと、これを当面の数値目標に掲げていくところで

ございます。

学校における取り組みの進め方は、この働き方改革推進プランにもとづく各学校の目標設定、

取り組み方針といったものを決定していただくということと、その各学校における具体的な業

務改善の取り組みと先生方の個人目標の設定、そういったものを進めていただく予定でござい

ます。

こういったことを、保護者および地域へのご理解をいただくということを図るとともに、実

現に努めていく提案にしていきたいと考えております。

説明は以上でございます。よろしくご協議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（榎本）】 ライフ・ワーク・バランスの自己申告制度というのはどういうものかという

ことと、イの育児や介護を支援する取り組みについて、説明をいただければと思います。

【指導室長（中嶋）】 まず、自己申告制度なんですが、これは東京都の教職員に対して、職務

の目標を定めさせて、それに向かって職務を遂行していこうというものであります。基本的に

は授業技術であるとか、生活指導をこんなふうにしていきたいという内容であるわけですけれ
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ど、その中にこのライフ・ワーク・バランスのこともふれるようにさせて、自分で目標を決め

て自分で管理させていこうと、そういったものです。今年度から、管理職はすでに行っており

まして、私が管理職と面接もしているんですけど、その中で１年間でこういうことを実現しま

したとか、またはうまくいきませんでしたというような報告を聞いていますが、同じようなこ

とを学校内で校長が各教員から聞いていくと、そのようなものであります。

それからもう一つ、育児や介護を支援する取り組みということですが、こちらは東京都の施

策の中に、ベビーシッターや家事代行の利用補助等がありますので、あくまでも青梅市で特別

にやるのはちょっと難しいので、そういった情報を多くの先生方に知らせて、その利活用を図

るというような内容であります。

【委員（大野）】 「地域との協働活動を通じた学校支援体制の構築」に関連してですけど、意

見です。内容に書いてあることについてどうということではないんですが、国が進めてきた学

校支援地域本部を青梅でも進めたらどうかというお話を前からしていますけれども、たぶん東

京都は出してきておられると思いますが、それが視野に入っていると思います。やはり学校の

先生たちが外の方たちにいろいろ頼むって大変なんですよね。地域のこともよくわかってない

し。だから、やっぱり地域の人がコーディネーターで中に入っていて、学校の人たちとコンタ

クトをとっていて、こういうことをやりたいんだよね、じゃ地域にこういう方がおられるから

私の方で頼んでみるよと、そういうことをしていただくような、学校と地域の間に入る、個人

ではないけれども仲間というんですか、そういう学校支援地域本部（名称が変わっているかも

しれないけれども）というようなものを私たち青梅市も進めていくことが、また教育内容をよ

くするとともに、特に先生たちの負担を減らすことになると思うんですよ。これから先、また

そういうことをみんなで検討して、取り上げていけたらいいなと思います。

【委員（稲葉）】 同じような感じで、地域とつながるというところで、文科省から家庭教育支

援チームの構想が出されています。たぶんもっていきようによっては、国からの補助金、助成

金も出る活動だと思うので、そういうところも加味しながら、青梅市できちっと地域と学校と

連携できた仕組みをつくっていければいいなと思います。そこにはやはりきちっと研修を受け

た、地域と学校をつなげるような知識を持った方をシフトしていくと、とてもいい感じだと思

うんです。今のところ、主任児童委員さんとか民生委員さんたちが動いていらっしゃいます。

それからご家庭での相談員さんも動いていらっしゃいますけど、年々相談件数とかサポートす

る件数がとても増えていて、なかなか相談員さんも細かい手厚い見守りとかそういうものがで

きかねている様子なので、そういうところできちっとそういうものができ上がっていれば、負

担も少なくなるし、先生方の悩み解消とか先生方が応援してほしいというところも忌憚なく言

えると思うので、検討していく価値がすごくあるなと思っています。どんな立て方かというの

は、社会教育課の方にシステム構築の手引き書が届くと思いますので、それをもとにすると一

番やりやすいかなと思っています。

以上、意見まで。
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【教育長（岡田）】 ありがとうございました。

昨年秋に、元の文部科学事務次官で今は東京国立博物館の銭谷さんにご講演いただいたとき

にも、いわゆるコミュニティスクールをということだったので、今ある学校運営連絡協議会と

いう形でのコミュニティスクールに向けていくような、これについて事務局の方で各センター

長やいろいろな人たち、地域の人たちと接触して、開かれた学校よりも地域が支える学校とい

うふうな方向性を検討していきたいと思います。

ほかにはいかがでしょうか。

【委員（稲葉）】 ちょっと情報なんですけれども。７ページ「ＰＤＣＡサイクルを活用して評

価、検証していきます」というところですが、ビジネスの世界ではこういうサイクルっていう

のはすごく前に評価されてはいると思うんですけど、私、実際いろいろなところで運営してい

ますと、このＰＤＣＡをたどっていくと、対応するのが遅くなるなってすごく感じてたんです。

ほかに何かいい方法ないかなと思って、パソコンを使って検索しますと、新しい方法としてフ

ィードフォワード・アクション（ＦＦＡ）というのが出てきたんです。過去を振り返って反省

して次に進むんじゃなくて、もう未来を見て、未来をよくするためにはどうすればいいかとい

うところからスタートするので、対応策としてはすごく早くて、みんなが一致団結して前に進

めるような話し合いの方法かなと思うんです。パソコンを開けて検索していただくと出てくる

と思いますので、そういうふうなのを先生方とか、管理職の方とか、教育委員会もちょっと知

識として入れておくと、とてもいいかなと思います。

これ情報までです。以上です。

【教育長（岡田）】 ぜひフィードフォワード・アクションというのを少し、新しいものなので。

従来ＰＤＣＡが、プランはつくるけど、Ｄｏまでいかないんですよ。プラン、プラン、プラン

で時がたつことも多いので。

【委員（稲葉）】 この場合、考え方が３つしかないので、すごく早いです。

【教育長（岡田）】 貴重なご意見、ありがとうございました。

【委員（手塚）】 副校長先生の在校時間が長いのを見て、副校長先生って大変なんだなという

のを改めて感じました。副校長先生方、朝もすごく早いんですよね、先生方と立ち話なんかで

伺うと。小学校なんかでは、家庭のご事情みたいなのですごく早く学校に来てしまうお子さん

がいたり、きっとそういうのの対応も考えて早く来てくださっているんだろうなというのを思

ったりします。今学校でこういうことをやってるよ、こういうふうに先生方の環境をよくして

いるよというのを、どんどん保護者の方にもＰＲしていただいて……。何となく時間限られて

ますよ、土日もやりませんよというと、青梅の風土的には保護者の気持ちとしてちょっと寂し

いようなことを感じられるかもしれないんですけど、でもふだんの日の先生方の余裕が出るこ

とで、例えば土日の何かの行事に先生がそれなら出てもいいなと思ってもらえるような状況に

もっていくためのことだよというふうに言ってもらえればと思います。先日、親子綱引き大会

に伺いましたら、新町中学校副校長の一色先生が、中学生のチームいっぱいつくって、全部面



23

倒見て連れてきてくれている。ある意味、業務外ですよね、全くの。でも子どものために何か

したいと思うのが、きっと先生という職業を選んでくださっている方々なんだろうなと思うの

で、単純に先生方が学校にいる時間が短くなればいいと言えない部分がすごくあるんじゃない

かと思うんです、先生という職業柄。そこを、先生方はもちろんですけど、保護者の方への働

きかけや理解を求めるようなアクションをいっぱいしていただいて、いい方向になればなと思

います。

で、学校にいる時間を短くにということですが、民間というか、自分の家族なんかを見てい

ますと、会社にはいれない、帰ってくると言いながら、結局家で仕事をしてたりする。そうい

うのを見ていると、非常に複雑な心境になるんですが。でも、先生というお仕事は本当に単純

にはかれないものがすごくあることだと思うので、これから来年度やっていただいて、現場の

先生からいろいろ意見やこうしてほしいというのが出ると思いますので、そこを拾い上げてい

ただいて。青梅はたぶん、都心の学校とまた状況が全然違うと思うんですね。保護者対応の内

容にしても全然違うだろうと思いますので、青梅の地域に合った働き方改革というのをやって

いただいて、それだったら青梅の先生やりたいわと思ってもらえるような形にもっていってい

ただければなと思います。

感想です。

【教育長（岡田）】 どうもありがとうございます。学校のＰＲですが、ホームページも使いや

すくしていて、結構学校によっては情報が出てきていると思いますけど、さらに学校のＰＲに

努めるように、校長会等でも話をしていきたいと思います。

【委員（稲葉）】 手塚委員と同じ感じで、先日７時頃に新町の方に車を走らせていたんですけ

ど、朝早く７時にもう校門のところにいる子どもがいるんですね。たぶん親の都合でその時間

帯に学校に送り込んでいるんだと思うんですけど、学校はまだ７時じゃ開いていませんよね。

ものすごい寒い日で、ずっと一人で低学年の女の子が立っていたので、やっぱり親の方への啓

蒙をしていただく、協力していただくというところもとても必要なんじゃないかなと。例えば、

７時に一人で学校へ行かせる。これ、誰もいないところで、本当に誰もいなかったので、万が

一そこで何か事故でも起こったらとても大変だなと思いながら、しばらく車をとめて様子を見

てたんですけど、まあまあ人通りもだんだん増えてきたしという形で。やっぱりその辺は、手

塚委員のおっしゃるように、親側への理解とか協力も学校側は訴えていかないといけないんだ

なと思うんです。

どちらかといえば、私の知っている友達の教員の中には、先生ってサービス業だよと言う先

生方もいらっしゃる。そうじゃないでしょと、とても思うので。そこはやはり親の立場、教員

の学校側の立場、お互いに理解しながら協力して、子どもたちを安全に育てていければいいな

と思っています。

【教育長（岡田）】 登校は何時以降とか、各学校で決まりはあるんですよね。

【教育担当主幹（拝原）】 さすがに７時は教員も厳しいので、私が勤務していたときには、７
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時半より遅く来なさいということで、そのために私は７時には学校に入って、学校じゅうを全

部点検して回らないと子どもを入れるわけにいかないので、校舎から校庭から全部見回りまし

て、最後に校門のかぎを開けて、さあどうぞというんですけども、７時半の時点で１０人か  

２０人ぐらいは、並ぶまではいかないですけど、いるような感じです。それがプレッシャーに

なるので、７時には行かなきゃと思ってやっておりました。たいていの学校はそれぐらいかな

と思います。

【教育長（岡田）】 よろしいですか。

それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を、承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、学校における働き方改革推進プランについ

て、は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

３ 青梅市文化交流センターの使用申請開始に伴う関係教育委員会規則等の整備につい

て（教育総務課）

【教育長（岡田）】 次に、協議事項３を議題といたします。青梅市文化交流センターの使用申

請開始に伴う関係教育委員会規則等の整備について、を説明いたします。

【社会教育課長（塚本）】 それでは、青梅市文化交流センターの使用申請開始に伴う関係教育

委員会規則等の整備についてご説明いたします。

協議資料３をご覧ください。

この件につきましては、青梅市文化交流センターの使用申請開始に伴い、関係教育委員会規

則等の整備を行おうとするものであります。（１）規則については社会教育課が所管する規則、

（２）規程については教育総務課が所管する規程に関するものであるため、（１）については社

会教育課長、（２）については教育総務課長が説明を行います。

まず（１）規則の一部改正についてですが、使用承認書兼領収書の書式には、施設利用に関

する注意事項を記載している中に、使用料、また還付に関する事項も記載されておりますが、

文化交流センターの多目的ホールについては、他の施設と還付の期間が異なることから、「（文

化交流センター多目的ホールは６月前まで１００％、３月前まで５０％、７日前まで２０％）」

という記載を加えることとするため、様式の一部を改正しようとするものであります。この使

用承認書兼領収書は、予約システムから印刷を行い発行するものですが、システムの都合上、

釜の淵市民館や永山ふれあいセンターなど、他の施設を予約する場合も同じ文面が使用される

仕様となっているため、青梅市文化交流センター条例施行規則の改正のみでなく、青梅市釜の

淵市民館条例施行規則、青梅市ふれあいセンター条例施行規則の一部についても同様に変更す

る必要が出たため、今回の改正を行うこととなりました。

社会教育課からは以上です。
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【教育総務課長（浜中）】 それでは、私の方から（２）の規程の改正の内容についてご説明を

させていただきたいと思います。

青梅市教育委員会の権限に属する事務の補助執行に関する規程の改正についてでございます。

規程の別表の１にあります市民活動推進課、これは主に各市民センター勤務の職員です。そ

れからスポーツ推進課、これは各体育施設をつかさどっております。ここに所属する職員の補

助執行事務の内容に、「青梅市文化交流センター条例施行規則に規定する使用申請、使用の承認、

使用承認書の公布等に関する事務」を加えるものでございます。これは今、市民センターや体

育施設といった市の各公共施設が、一つの施設管理システムの中で予約がとれるようになって

おります。文化交流センターもそこに加わる関係で、この補助執行に関する規程ということで、

教育委員会所属の文化交流センターという施設ではございますけれども、市長部局にある市民

センターの職員や体育施設をつかさどるスポーツ推進課の職員がその施設予約の手続をできる

ようにすると、そういう規程の改正をするものでございます。

３の施行期日につきましては、青梅市文化交流センター条例公布の日ということになってお

ります。また、（２）にあります経過措置として、施設予約システムの利用手続に関する準備行

為につきましては、必要な経過措置を設けるというふうにしております。

説明は以上です。よろしくご協議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

手続上のものですので、よろしいですか。

それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を、承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、青梅市文化交流センターの使用申請開始に

伴う関係教育委員会規則等の整備について、は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

４ 青梅市教育委員会事案決定規程の一部改正について（教育総務課）

【教育長（岡田）】 次に、協議事項４を議題といたします。青梅市教育委員会事案決定規程の

一部改正について、を説明いたします。

【教育総務課長（浜中）】 それでは、協議資料の４をご覧いただきたいと思います。青梅市教

育委員会事案決定規程の一部改正についてご説明させていただきます。

まず、改正の理由でございますが、青梅市情報公開条例の全部改正に伴い、同条例を引用す

る部分の条例番号を改めようとするものでございます。

２枚おめくりいただきますと新旧対照表がございます。こちらをご覧いただくとおわかりに

なると思うんですけれども、現行が右側、改正後が左側でございます。

真ん中の５１の青梅市情報公開条例、これが市の市長部局の条例としてあるんですけれども、
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改正がなされました。そこで、旧の部分（平成９年条例第２９号）とありますが、これが全部

改正される関係で、新たに改正後（平成３０年条例第３１号）となっただけの話でございます。

そういう内容の改正を今回行うものでございます。

実施の期日につきましては、平成３１年４月１日となっております。

説明は以上です。よろしくご協議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

よろしいですか。

それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を、承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、青梅市教育委員会事案決定規程の一部改正

について、は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

６ 青梅市文化交流センター条例施行規則の一部改正について（社会教育課）

【教育長（岡田）】 協議事項５は後ほどになりまして、次に、協議事項６を議題といたします。

青梅市文化交流センター条例施行規則の一部改正について、を説明いたします。

【社会教育課長（塚本）】 青梅市文化交流センター条例施行規則の一部改正についてご説明い

たします。

協議資料６をご覧ください。

この理由につきましては、青梅市文化交流センターの供用に先立ち、運用実態と異なる規定

を改めようとするものであります。

２の改正の内容ですが、まず（１）利用対象者の例外規定の削除についてです。新旧対照表

をご覧ください。規則の第２条では、貸出施設を利用することができる者を規定しております

が、規則を見直す中で団体、個人以外の対象者は想定されなくなったことから、例外規定を削

除するものです。

次に、（２）使用申請にかかる規定の分割および（３）個人が使用申請できる施設および期間

の追加について。規則第３条では、使用の申請について規定しておりますが、改正前は団体利

用と個人利用を同じ条文の中で読み込ませていました。しかし、（３）個人の申請範囲について、

屋外テラス等の使用や多目的ホールでの特定の利用に対して、１年前から申請することができ

ることを追加したことにより、資料を１枚戻っていただきまして、そこの下段、参考とありま

す。こちらの施設使用申請にかかる一覧表のとおり、団体と申請できる範囲に違いが相当数多

くなってきたことから、別に第３条第２項として分割して規定し、わかりやすくしたものであ

ります。

最後に、（４）付属器具の追加についてです。規則の別表には、器具の設置場所や使用料を規
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定しております。その中で地下にありますバンドルームにアップライトピアノを１台設置する

予定としておりましたが、掌理団体の練習場所を検討する中で、アップライトピアノを主な練

習場所として想定する４階の会議室Ｂに設置し、バンドルームについてはバンド練習で使用す

ることを想定する電子ピアノが適しているのではないかという意見から、アップライトピアノ

を文化活動室Ｂと会議室Ｂ、電子ピアノをバンドルームに設置しようとするものであります。

その他、付則の規則施行日を公布の日とするなど、所要の規定の整備を行いました。

説明は以上です。よろしくご協議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

いろいろ利用団体の意向を踏まえて、規則の中でややこしいところを整理したというふうに

理解すればよろしいのか。それと、できるだけ器具等使用料はフル・コンサートのピアノ以外

は無償、ロッカーは個々に使いますので有料、それ以外は無償という形で整理したということ

ですよね。

よろしいですか。

それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を、承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、青梅市文化交流センター条例施行規則の一

部改正について、は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

７ 青梅市立美術館等複合化検討委員会設置要綱の制定について（文化課）

【教育長（岡田）】 次に、協議事項７を議題といたします。青梅市立美術館等複合化検討委員

会設置要綱の制定について、を説明いたします。

【文化課長（北村）】 それでは、協議事項７、青梅市立美術館等複合化検討委員会設置要綱の

制定についてご説明いたします。

資料といたしましては、申しわけございませんが、協議資料７の説明資料と要綱本文の資料

に差し替えさせていただきます。

まず、協議資料７の説明資料をご覧ください。

初めに、１の制定の理由についてでございますが、青梅市公共施設等総合管理計画の施設類

型ごとの再編に関する基本的な方針にもとづき、青梅市立美術館および青梅市郷土博物館の複

合化に関する検討を行うため、青梅市立美術館等複合化検討委員会を設置するに当たり必要な

事項を定めることを目的として、本要綱を制定しようとするものであります。

次に、この制定の経過についてご説明させていただきます。

この青梅市公共施設等総合管理計画は、市内の公共施設等の総合的、計画的な管理の推進や

将来のあり方の指針となる計画として、平成２９年３月に策定しました。美術館および郷土博
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物館はこの総合管理計画の施設類型として社会教育施設等に分類されまして、その再編方針と

しまして、美術館、郷土博物館は青梅地区、東青梅地区の施設再編で複合化を検討すること、

郷土博物館収蔵庫は保全を図りつつ維持することとしております。当初は東青梅一丁目の複合

施設に美術館と郷土博物館の展示機能を複合化する計画でしたが、東青梅一丁目地内諸事業用

地等利活用構想の検討過程の中で、両施設の展示機能は複合化の対象から外されることになり

ました。そのため、耐震基準を満たしていない郷土博物館を廃止し、耐震基準を満たしている

美術館の中に郷土博物館機能を移すといった形で、美術館と郷土博物館の複合化について庁内

で検討を行うこととなりました。

次に、２の制定の内容についてであります。

まず（１）の所掌事項につきましては、アの美術館等の複合化に関すること、イのその他必

要な事項に関することとしております。

次に、（２）の組織につきましては、アの委員長としまして教育部長、イの副委員長としまし

て企画部長および経済スポーツ部長、ウの委員としまして企画政策課長、施設課長、商工観光

課長、教育総務課長および文化課長としております。

次に、（３）の委員長および副委員長の職務と（４）会議につきましては、記載のとおりでご

ざいます。

次に、（５）の部会につきましては、アの委員長は必要があると認めるときは委員会に部会を

置くことができる。イの部会の構成および運営に関しては委員会が定めるとしております。

次に、（６）の報告につきましては、委員会は教育委員会および市長に対し、必要に応じて委

員会の検討経過を報告するとともに、最終検討結果を報告するとしております。

次に、（７）の任期につきましては、委員の任期は前項に規定する最終検討結果の報告があっ

た日までとするとしております。

次に、（８）の庶務、（９）その他につきましては、記載のとおりでございます。

最後に実施期日等につきましては、平成３１年４月１日から実施し、前記２（６）の規定に

よる最終検討結果の報告があった日の翌日をもって廃止するとしております。

説明は以上です。よろしくご協議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（大野）】 この件に関してのスケジュールというんでしょうか、この検討委員会では、

委員会が検討した報告書を教育委員会とか市長に報告するわけですよね。それはいつごろまで

なのかとか、それが出た後、どういう手順で最終的な実施まで移っていくのか。例えば市民に

意見を聞くとか、そういうようなことも含めて。何か大きな流れに関してのプランみたいなも

のはもうあるのでしょうか。

【文化課長（北村）】 今回この検討委員会が発足しましたが、４月から１０月ごろにかけまし

て、この検討委員会や、美術館、郷土博物館につきましては文化財の保護審議会等もございま



29

すので、そういった委員さんのご意見等を伺いながら検討させていただきまして、中間の報告

案としてまとめまして、１１月ごろに一度教育委員会の方に報告させていただきたいと考えて

おります。その後、理事者等への同じく中間報告や、その後また検討会を開きまして、３１年

度内に方向性について報告をさせていただきたいと考えております。

【教育長（岡田）】 秋に教育委員会に中間報告がなされるというふうに理解してよろしいです

か。

【文化課長（北村）】 はい。先ほどの質問の中で、市民の意見というところがございましたが、

こちらについては内部での検討委員会や外部の委員さん等のご意見をいただきながら検討して

いきたいと考えております。今の考えとしては、３１年度内中に複合化について検討し、方向

性についてまとめたいと考えております。

【教育長（岡田）】 ほかにいかがでしょうか。よろしいですか。

それでは、協議事項ですのでお諮りいたします。

本件を、承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、青梅市立美術館等複合化検討委員会設置要

綱の制定について、は承認されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第５ 議案審議 

議案第１４号 青梅市教育委員会処務規則の一部を改正する規則について 

議案第１５号 青梅市教育委員会事案決定規程の一部改正について 

議案第１６号 青梅市立学校給食センター条例施行規則の一部を改正する規則について 

議案第１７号 青梅市文化交流センター条例の施行期日を定める規則について 

【教育長（岡田）】 次に、議案審議に移ります。

なお、議案第１４号から議案第１７号までにつきましては、前回の第１１回定例会において

協議事項として協議され承認されたものを、追加議案として提出する予定であったものでござ

います。

本日はこの後も議案審議の案件が多く、またこの４件につきましてはすでに協議事項として

承認されており、委員の皆様におきましては事前に目を通していただいておると思いますので、

議案第１４号から議案第１７号までにつきましては説明を省略させていただき、一括採択した

いと思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。

なお、このうち議案第１７号につきまして、一部修正がありますので、ここで担当からの説

明を求めます。

【社会教育課長（塚本）】 それでは、本日差し替えた議案の方をご覧ください。
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議案第１７号 青梅市文化交流センター条例の施行期日を定める規則について、訂正につい

てご説明いたします。

本議案は、前回第１１回教育委員会定例会においてご承認いただいたものでございます。今

回の議案上程に際し、記された内容を精査し、施行期日を５月７日から４月１３日に改めさせ

ていただいております。

このことに伴い、（１）付則第３項の規定、青梅市民センターの所在地変更については４月  

１６日とする、（２）別表に規定する施設の使用に関する事業の部分（施設の貸出開始日）なら

びに付則第４項（青梅市釜の淵市民館条例の開始日）および第５項（青梅市ふれあいセンター

条例の一部改正）については、５月７日からという記述を追加させていただきました。

以上でございます。

【教育長（岡田）】 先ほど青梅文化交流センター開館スケジュール（案）をお示ししましたと

おり、４月１３日に記念式典を行いますので、この日をもって正式に設置しようとするもので

ございます。ご理解いただきたいと思います。

それでは、異議なしと認め、一括採決いたします。

議案第１４号から議案第１７号までの議案４件について、原案どおり決することにご異議ご

ざいませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、議案第１４号 青梅市教育委員会処務規則

の一部を改正する規則について、議案第１５号 青梅市教育委員会事案決定規程の一部改正に

ついて、議案第１６号 青梅市立学校給食センター条例施行規則の一部を改正する規則につい

ておよび議案第１７号 青梅市文化交流センター条例の施行期日を定める規則について は原

案どおり可決されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 次に、先ほど協議事項１、協議事項３、協議事項４および協議事項６が承

認されたことに伴い、議案が４件追加されるとのことであります。つきましては、本日の日程

に議案第２２号 平成３１年度青梅市教育委員会の基本方針について、議案第２３号 青梅市

文化交流センターの使用申請開始に伴う関係教育委員会規則および教育委員会規程の一部改正

について、議案第２４号 青梅市教育委員会事案決定規程の一部改正についておよび議案第 

２５号 青梅市文化交流センター条例施行規則の一部を改正する規則について、を追加したい

と思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認め、本日の日程に議案第２２号から第２５号までを追加いた

します。

なお、さきに提出されております議案第１８号から議案第２１号までの４件の審議につきま

しては、議事の都合上、議案第２５号の審議後に行います。
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議案書を配付いたします。

〔議案書（２）配付〕

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

議案第２２号 平成３１年度青梅市教育委員会の基本方針について

【教育長（岡田）】 それでは、ただいま議題となりました議案第２２号 青梅市教育委員会の

基本方針について、を説明いたします。

【教育総務課長（浜中）】 それでは、議案第２２号 平成３１年度青梅市教育委員会の基本方

針についてご説明申し上げます。

本案は、ただいま協議資料１にもとづきまして、平成３１年度青梅市教育委員会の基本方針

についてご説明を申し上げ、ご協議いただき、ご承認を賜った内容についての議案でございま

す。

内容につきましては、先ほどご説明申し上げたとおりでございます。

説明は以上です。本案につきまして、よろしくご審議の上、ご決定を賜りますようお願い申

し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

よろしいですか。

それでは、これより採決いたします。

本件を、原案どおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、議案第２２号 平成３１年度青梅市教育委

員会の基本方針について、は原案どおり可決されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

議案第２３号 青梅市文化交流センターの使用申請開始に伴う関係教育委員会規則および教

育委員会規程の一部改正について 

【教育長（岡田）】 次に、議案第２３号を議題といたします。

青梅市文化交流センターの使用申請開始に伴う関係教育委員会規則および教育委員会規程の

一部改正について、を説明いたします。

【教育総務課長（浜中）】 それでは、議案第２３号 青梅市文化交流センターの使用申請開始

に伴う関係教育委員会規則等の整備についてご説明申し上げます。

本案は、ただいま協議資料３にもとづきましてご説明申し上げ、ご協議をいただき、ご承認

を賜った内容についての議案でございます。

内容については、先ほどご説明申し上げたとおりでございます。

説明は以上です。本案につきまして、よろしくご審議の上、ご決定を賜りますようお願い申

し上げます。
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【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

よろしいですか。

それでは、これより採決いたします。

本件を、原案どおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、議案第２３号 青梅市文化交流センターの

使用申請開始に伴う関係教育委員会規則および教育委員会規程の一部改正について、は原案ど

おり可決されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

議案第２４号 青梅市教育委員会事案決定規程の一部改正について 

【教育長（岡田）】 次に、議案第２４号を議題といたします。

青梅市教育委員会事案決定規程の一部改正について、を説明いたします。

【教育総務課長（浜中）】 それでは、議案第２４号 青梅市教育委員会事案決定規程の一部改

正についてご説明申し上げます。

本案は、ただいま協議資料４にもとづきまして、青梅市教育委員会事案決定規程の一部改正

についてご説明申し上げ、ご協議いただき、ご承認を賜った規程の整備につきましての議案で

ございます。

内容につきましては、先ほどご説明申し上げたとおりでございます。

説明は以上です。本案につきまして、よろしくご審議の上、ご決定を賜りますようお願い申

し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

よろしいですか。

それでは、これより採決いたします。

本件を、原案どおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、議案第２４号 青梅市教育委員会事案決定

規程の一部改正について、は原案どおり可決されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

議案第２５号 青梅市文化交流センター条例施行規則の一部を改正する規則について 

【教育長（岡田）】 次に、議案第２５号を議題といたします。

青梅市文化交流センター条例施行規則の一部を改正する規則について、を説明いたします。

【社会教育課長（塚本）】 それでは、議案第２５号 青梅市文化交流センター条例施行規則の

一部を改正する規則についてご説明申し上げます。
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本案は、ただいま協議資料６にもとづきましてご協議いただき、ご承認をいただいた件でご

ざいます。

内容につきましては、先ほどご説明申し上げたとおりでございます。

説明は以上です。本案につきまして、よろしくご審議の上、ご決定を賜りますようお願い申

し上げます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

よろしいですか。

それでは、これより採決いたします。

本件を、原案どおり決することにご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、議案第２５号 青梅市文化交流センター条

例施行規則の一部を改正する規則について、は原案どおり可決されました。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

議案第１８号 校長転任の内申について 

議案第１９号 校長任命の内申について 

議案第２０号 副校長転任の内申について 

議案第２１号 副校長任命の内申について 

【教育長（岡田）】 次に、議案第１８号 校長転任の内申について、議案第１９号 校長任命

の内申について、議案第２０号 副校長転任の内申についておよび議案第２１号 副校長任命

の内申について、の４件を議題といたします。

この議案４件は、教育管理職の人事案件でありますので、地方教育行政の組織及び運営に関

する法律第１４条第７項および同条第８項の規定にもとづき、非公開としたいと思いますが、

ご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、出席委員の３分の２以上の多数で議決しま

したので、非公開とすることに決定いたしました。

ここで、関係する職員以外の方の退席を求めます。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【非公開】

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 会議の途中ですが、会議時間は午後４時までとなっています。ここで時間

延長をしたいと思いますが、ご異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

【教育長（岡田）】 異議なしと認めます。よって、時間延長することに決定いたしました。
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┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【公開】

【教育長（岡田）】 ここから会議を公開といたします。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 以上で予定された案件はすべて終了いたしました。

前々回等の関係での答弁がございますので、順次お願いいたします。初めに学務課長。

【学務課長（石川）】 前々回の第１０回教育委員会定例会におきまして、稲葉委員から、   

「ＩＴ未来塾や国際理解講座などの事業について日程が重ならないようにしてほしい」という

ご意見をいただいております。平成３１年度に長期で予定しております事業につきまして、一

覧表の方に記載させていただいております。

こちらの一覧表の方にお示しをしております。左から国際理解講座の日程、真ん中がＩＴ未

来塾の日程、その右にありますのがサタデークラスの日程です。参考までに、平成３０年度の

科学センターの日程を記載しております。日程が重複している箇所につきましては、網がけが

してあるところでございます。同一日程でも午前・午後の区分ができれば、網かけは特にはし

ておりません。こちらでお示ししているとおり、国際理解講座とＩＴ未来塾につきましては、

午前と午後に日程がずれているため、重複はゼロであります。また、サタデークラスとＩＴ未

来塾につきましても、同様に午前・午後に分かれているため、重複日程はゼロでございます。

ただ、国際理解講座とサタデークラスにつきましては、２０回中１１回が重複しており、全会

場での重複は５回、一部会場での重複は６回となっております。また、サタデークラスにつき

ましては、会場が日程の都合等で全て決定とはなっておりませんので、部分的に重なっている

部分もあるということをご承知いただければというふうに考えております。

なお、日程につきましては、可能な範囲で重複を避けるような方向で各課と調整してまいり

たいというふうに考えているところでございます。

報告は以上でございます。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

ご覧いただきましたように努力しているということで。よろしいでしょうか。

【委員（稲葉）】 保護者の希望として、国際理解講座とサタデークラスに行きたいという人が

割と多いのですが、その辺は今のところ仕方ないのかなと思いますけど。

【教育長（岡田）】 次に、教育指導担当主幹。

【教育指導担当主幹（拝原）】 大野委員の方から、「学力向上に関した青梅スタンダードをつ

くり、共通した取り組みを」というご意見をいただいておりました。この件に関しましては、

次年度の学力向上推進委員会の方で、青梅市の児童・生徒の課題を明確にするとともに、その

解決に向けて、先日の第三中学校の発表でも第三中学校の取り組み等あったと思いますが、そ

ういった各校の共通した取り組みを出し合いまして、それを青梅の子どもたちの課題解決に効
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果的な取り組みについて協議をして、そちらを青梅市のスタンダードとして、まずは今年度は

学力向上推進委員会の方で取り組んで、それを各校に広めていきたいというふうに考えてござ

います。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

【委員（大野）】 ありがとうございます。ぜひよろしくお願いします。

関連して、今の表を見て思ったんですが、サタデークラスの会場ですけれども、以前私がお

話ししたように、新町地区はずいぶん人数が今年度多かったけれども、大きな部屋、１部屋で

最後までいったかと思います。来年度、できれば、新町を例を挙げたけれども、ほかにもある

のかよくわかりませんが、複数の部屋を貸してもらえるかどうか改めてちょっと確認をして手

配してもらうと、子どもたちのためにいいんじゃないかと思うんです。ぜひよろしくお願いし

ます。

【教育長（岡田）】 今のは要望ということで。

【指導室長（中嶋）】 実態はよく存じております。あとは可能かどうか交渉してまいりたいと

思います。

【教育長（岡田）】 続きまして、社会教育課長、お願いします。

【社会教育課長（塚本）】 前々回、稲葉委員からご質問がありました、「文化交流センター２

階の子育てひろばの施設の管理手法につきまして、時間外に施錠しないで管理するのはどうか」

というご意見がありました。担当の方に確認しましたところ、管理方法を検討する中で、２階

の南側のところでトラブルがあった場合に、子育てひろば部分を施錠しておくと、すぐに急行

できなくて、下を通ったり上を通ったりする必要があるということから、開錠しておいた方が

いいんじゃないかという意見はあったようなんですが、実際には電子錠で事務室の方から直接

かぎを開けることができますので、通常は施錠するような管理手法は可能だということで、そ

の方向で今考えております。

続きまして、前回、手塚委員の方からご指摘がありました「市内の吹奏楽部がゆとろぎを使

った場合の使用料助成」の関係ですけれど、吹奏楽部の場合、特に強いところは遠征費などで

補助制度がすでにあって結構な金額が出ているところから、やはり補助をいただいている団体

ということで、適用は難しいのではないかというふうに考えております。

それに関連しまして、大野委員と稲葉委員の方から、「文化交流センターの多目的ホールを使

った場合に、市内の小中学校のイベントは減免して活動を活発にした方がいいんじゃないか」

というご意見もありました。本日、議決していただきました文化交流センターの条例施行規則

の方に、多目的ホールについても市がやる場合には免除という規定が盛り込まれております。

市内小中学校は市の扱いになりますので、そのような形の免除が可能となります。

それと、「文化交流センターの運営協議会の委嘱と任命の違いについて」というところです。

市の職員がというお話をさせていただいたんですが、実際にはそのメンバーの中に生涯学習推
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進市民会議の方とかコーディネーターの方がすでに独自に委嘱をしている関係がありますので、

そちらは任命の対象になるというような解釈であります。

【教育長（岡田）】 説明は終わりました。ただいまの説明に対して何かご質問、ご意見等ござ

いますか。

よろしいですか。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

【教育長（岡田）】 それでは、今後の日程について教育総務課長から説明いたします。

【教育総務課長（浜中）】 それでは、お手元に配付いたしました今後の日程につきましてご説

明申し上げます。

 ２月１６日（土）第５３回青梅マラソン大会の開会式が開催されます。時間は午後１時から、

会場は総合体育館第１スポーツホールとなっております。

翌２月１７日（日）青梅マラソン大会。１０キロの部が午前９時３０分スタート、３０キロ

の部が午前１１時３０分スタートとなっております。ジュニアの部がそれぞれ、小学校６年生

が午前１０時、小学校５年生が午前１０時１５分、小学校４年生が午前１０時３０分スタート、

中学生は正午スタートとなっております。スターター等お願いしている委員さんにはぜひよろ

しくお願いをいたします。

続きまして、３月１６日（土）青梅市立東小・中学校の卒業式が開催されます。

３月２０日（水）青梅市立中学校の卒業式でございます。

３月２２日（金）青梅市立小学校の卒業式となっております。

こちらの方の卒業式等の詳しい日程等はまた後日ご連絡をさせていただくことになっており

ます。決まりましたらその学校でということで連絡があるということで、ご了解いただきたい

と思います。

続きまして、３月２６日（火）第２回青梅市総合教育会議が、午後１時３０分から、会場は

教育委員会会議室、この部屋で開催される予定でございます。

３月２７日（水）第１３回教育委員会定例会が、午後１時３０分から、会場はこの部屋で開

催される予定でございます。

今後の日程につきましては以上でございます。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

日程第６ 教育長閉議および閉会宣言 

【教育長（岡田）】 以上で本日の日程は終了しましたので、閉会といたします。お疲れさまで

した。

┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄

午後４時３６分 閉会



37

青梅市教育委員会会議規則第２６条の規定により、ここに署名する。

青梅市教育委員会教育長   

青梅市教育委員会委員


